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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

今月の
ベストショット
大切な武並神社を火から守れ　1月28日、国重要文化財の本殿が
ある大井町の武並神社で防火訓練が行
われました。訓練には、神社の自衛消
防隊や市文化財保護審議会の委員、恵
那消防署の職員など総勢30人が参加。
バケツリレーの訓練や、敷地内のポン
プ設備と消防自動車による放水訓練、
消火器の取り扱い訓練を行い、大切な
文化財を守る意識を新たにしました。

NO.２15 ３/1
2014/ 平成26年

http://www.city.ena.lg.jp/
恵那市ウェブサイト

特集
公共交通総合連携計画 ･･  ６～ ７
お知らせ ･･････････････  ８～ ９
掲示板 ････････････････ １０～１１
トピックス、１歳写真 ･･･ １２～１４
恵那人 ････････････････ １５
先人の宝、恵那写真館 ･･･ １６

『子ども・子育て支援の新制度』
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●
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
置

　
市
で
は
、
昨
年
１０
月
に
保
護
者

の
代
表
や
地
域
の
代
表
、
民
間
の

子
育
て
支
援
従
事
者
、
学
識
経
験

者
で
構
成
す
る
「
市
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
市
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
現

状
と
課
題
の
分
析
や
課
題
の
解
決

に
向
け
た
方
針
を
議
論
し
て
い
ま

す
。

●
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

　
最
近
は
、
核
家
族
化
や
高
齢
化

に
伴
い
、
子
育
て
世
代
の
負
担
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
都
市
部
を

中
心
に
保
育
園
に
入
れ
な
い
待
機

児
童
が
い
る
一
方
、
子
ど
も
の
数

が
減
少
傾
向
に
あ
る
地
域
で
は
、

家
庭
や
地
域
の
子
育
て
力
が
低
下

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
制
度
は
、
妊
娠
や
出
産
期
か

ら
小
学
校
入
学
後
の
学
童
期
ま
で

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
社

会
全
体
で
行
い
、
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
保
育
の
必
要
性
を
認
定

　
保
育
園
や
幼
稚
園
の
基
本
的
な

利
用
の
仕
組
み
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
新
制
度
が
始
ま
る
と
、「
認※

定

こ
ど
も
園
」
へ
移
行
す
る
か
、
そ

の
ま
ま
保
育
園
や
幼
稚
園
と
し
て

継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　

　
主
な
変
更
は
、
保
護
者
が
市
町

村
へ
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
申

請
し
、
市
町
村
が
保
護
者
の
就
労

状
況
な
ど
を
見
て
保
育
の
必
要
性

の
有
無
を
判
断
す
る
点
で
す
。
保

育
の
必
要
性
を
認
定
さ
れ
た
場
合

は
、
保
育
園
か
認
定
こ
ど
も
園
、

必
要
性
が
な
い
と
認
定
さ
れ
た
場

合
は
幼
稚
園
か
認
定
こ
ど
も
園
に

申
し
込
み
ま
す
。

●
新
制
度
で
の
三
つ
の
取
り
組
み

　
子
育
て
を
め
ぐ
る
三
つ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
❶
認
定
こ
ど
も

園
の
制
度
改
善
と
普
及
促
進
❷
多

様
な
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
❸

保
育
環
境
の
計
画
的
な
整
備
―
に

取
り
組
み
ま
す
。（
次
㌻
の
図
）

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

公
募
委
員

堀ほ
り 

洋ひ
ろ

美み

さ
ん
（
串
原
）

インタビュー

※認定こども園＝未就学児に幼児教育と保育を提供する機能や地域での子育て支援を行う機能を備え、保護
者が働いているいないにかかわらず利用できる保育園と幼稚園の良さを併せ持つ施設

▲保護者代表らが子育て支援事業を議論

子
育
て
を
め
ぐ
る
課
題
の

解
決
を
目
指
し
ま
す

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
る
環
境
を
期
待
　

　
地
域
の
意
見
を
聞
い
て

ほ
し
く
て
市
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
の
委
員
に
応
募

し
ま
し
た
。

　
働
き
た
く
て
も
、
子
ど

も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
保
護
者
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
、
市
内
に
住

ん
で
い
る
方
も
、
こ
れ
か

ら
引
っ
越
し
て
来
る
方
も

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
る
環
境
に
な
る
と
良

い
で
す
。
そ
ん
な
子
育
て

支
援
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
市

内
の
ど
の
地
域
で
も
平
等

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
市
外
か
ら
移
住
し

て
来
る
方
も
多
く
な
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

▲本に親しもうと毎日行われている絵本の読み聞かせ（やまびこ保育園）

　国
が
示
す
新
制
度
の

　目
的
と
概
要

　新
制
度
に
向
け
た
市

　の
取
り
組
み

特集

●保育環境の計画的な整備

人口推計や交通事情、保育事業に対する地域の需要を踏まえ、
保育園などを計画的に整備するとともに、「地域型保育」も組
み合わせて保育の受け入れ人数の拡大と受け入れ施設の確保を
図ります。地域型保育とは、新制度で創設された❶小規模保育
（定員が６～１９人）❷家庭的保育（定員が５人以下）❸居宅
訪問型保育（ベビーシッターなど）❹事業所内保育（従業員の
ための保育）の四つの保育事業です。

●多様な子育て支援事業の充実

悩みや不安を抱えながら子育てしている家庭への相談体制や一
時預かり、延長保育、放課後児童クラブなど、妊娠出産期から
乳幼児期、学童期まで切れ目のない多様な地域の子育て支援事
業を充実させます。

●認定こども園の制度改善と普及促進

質の高い幼児期の教育と保育を総合的に提供するため、幼稚園
と保育園それぞれの良さを併せ持つ「認定こども園」の設置手
続きの簡素化や財政支援の充実により、その普及を進めます。

保育の受け入れ人数の拡
大と受け入れ施設の確保

核家族化や高齢化、地域
での人間関係の希薄化な
どによる家庭や地域での
子育て力の低下

保護者の就労の有無や居
住地域を問わず、等しく
質の高い幼児教育や保育
を受けられる環境の整備

課題１

課題２

課題３

 新

子どもたちの健やかな成長を願って

　
平
成
２４
年
８
月
に
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」「
認
定
こ
ど
も

園
法
の
一
部
改
正
法
」「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
認
定
こ
ど

も
園
法
の
一
部
改
正
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
」
の
三
つ
の
法
律
か
ら
成
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」

が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
く
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」（
以
下
、
新
制
度
）
は
、
子
ど
も
の
教
育
や
保
育
、
子
育

て
支
援
を
総
合
的
に
進
め
る
新
し
い
制
度
で
、
平
成
２７
年
度
か
ら
導

入
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
こ
で
は
、
国
が
示
す
新
制
度
の
概
要
や
新

制
度
の
導
入
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線

２
６
０
）

取り組み１

取り組み２

取り組み３

●消費税率引き上げ分の一部で財源を確保

国は、消費税率の引き上げ（平成２６年４月に８㌫、平成２７年１０月に１０㌫に引き上げ予定）によ
る税収の増加分の一部を新制度の財源として確保し、施設整備の促進など保育の「量」の増加や職員
の処遇の改善など保育の「質」の向上を図ります。

子ども・子育て支援
新制度
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市の子育て支援事業の一部を紹介
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●
子
育
て
支
援
の
要
望
を
把
握

　
子
育
て
支
援
に
関
す
る
生
活
実

態
や
要
望
、
意
見
な
ど
を
聞
き
、

今
後
必
要
と
さ
れ
る
教
育
や
保

育
、
子
育
て
支
援
の
「
量
の
見
込

み
」
を
算
出
す
る
た
め
、
市
で
は

「
子
ど
も
・
子
育
て
ニ
ー
ズ
調
査
」

を
昨
年
１１
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
対
象
は
就
学
前
児
童
と

小
学
生
の
保
護
者
。
調
査
で
は
、

保
護
者
が
ど
の
よ
う
な
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
か
、
就
労
状
況
と

希
望
す
る
保
育
時
間
や
教
育
時

間
、
一
時
預
か
り
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
希
望
す
る
割
合
、
放

課
後
の
過
ご
し
方
な
ど
を
把
握
す

る
項
目
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　
配
布
し
た
調
査
票
は
３
３
５
２

枚
。回
収
枚
数
は
１
８
１
０
枚
で
、

回
収
率
は
５４
・
０
㌫
で
し
た
。
こ

の
結
果
を
分
析
し
、
市
の
子
育
て

支
援
の
在
り
方
を
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
で
検
討
し
ま
す
。

●
支
援
事
業
計
画
を
策
定

　
市
は
、
新
制
度
の
導
入
に
先
立

ち
、
国
が
定
め
る
基
本
方
針
に
基

づ
い
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」（
以
下
、
事
業
計
画
）

を
策
定
し
ま
す
。
ニ
ー
ズ
調
査
の

結
果
の
分
析
と
保
育
事
業
に
対
す

る
地
域
の
需
要
な
ど
を
把
握
し
た

上
で
、
５
年
を
１
期
と
す
る
事
業

計
画
を
策
定
し
、
保
育
の
受
け
入

れ
人
数
の
確
保
や
本
紙
５
㌻
の
子

育
て
支
援
事
業
な
ど
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
り
ま
す
。

●
四
つ
の
柱
で
幼
児
教
育
を
充
実

　
市
で
は
、
小
学
校
へ
の
円
滑
な

就
学
環
境
を
整
え
る
た
め
❶
あ
い

さ
つ
～
爽
や
か
な
あ
い
さ
つ
の
実

施
か
ら
基
本
的
な
生
活
習
慣
づ
く

り
❷
英
語
活
動
～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
豊
か
な
表
現
力
の

育
成
❸
読
み
聞
か
せ
～
本
に
親
し

む
活
動
の
実
施
❹
特
色
あ
る
園
活

動
～
各
園
の
特
色
を
生
か
し
た
活

動
の
展
開
―
の
四
つ
の
柱
を
中
心

に
取
り
組
み
、
幼
児
教
育
の
充
実

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
こ
ど
も
園
の
構
想
を
検
討

　
市
で
は
、
国
が
普
及
を
進
め
て

い
る
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
内
容

を
見
極
め
な
が
ら
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
施
設
の
運
営
方
法
を
選

択
す
る
た
め
、「
こ
ど
も
園
」
の

名
称
で
幼
児
教
育
や
保
育
の
内
容

な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
新
制
度
で
の
保
育
料
は
現
在
、

基
準
と
な
る
金
額
を
国
が
議
論
し

て
お
り
、
市
は
国
の
基
準
に
基
づ

い
て
設
定
し
ま
す
（
私
立
幼
稚
園

は
施
設
の
設
置
者
の
選
択
に
よ

り
、
独
自
の
料
金
設
定
も
可
能
）。

　
新
制
度
で
の
施
設
の
運
営
方
法

や
保
育
料
の
詳
細
は
随
時
、
保
護

者
説
明
会
や
本
紙
を
通
じ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
新
制
度
は
平
成
２７
年
度
か
ら

　
新
制
度
は
平
成
２７
年
度
か
ら
全

国
で
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
予

定
で
す
。

　
来
年
度
は
、
市
の
新
た
な
子
育

て
支
援
事
業
の
基
礎
と
な
る
事
業

計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
準
備
を
進
め
ま
す
。

　快適な妊娠生活を送
り、健康な赤ちゃんを産
み育てるための正しい知
識（口

こう

腔
くう

保健、栄養、乳房、
日常生活など）を身に付
ける学級で、市内の妊婦

さん同士が集う貴重な機会にもなります。
□開催日・対象　妊娠の経過に合わせて開催
（本紙１５日号で確認ください）
□ところ　市保健センター
□料金　無料
　　健康推進課志２６-２１１１（内線２２３）

　就労などの事情によ
り保護者が昼間家庭に
いない小学生を対象に、
放課後や土曜日、夏休
みなどの長期休暇中、
保護者に代わって保育
を行います。
□開設時間・料金　各クラブで確認ください
□ところ　▷通年開設＝大井小学校、大井第
二小学校、長島小学校、三郷小学校、岩邑小
学校、山岡小学校、明智小学校　▷季節開設
＝恵那北小学校、武並小学校、中野方小学校
□対象　小学１～６年生の児童
　　子育て支援課志２６-２１１１（内線２２７）

　保護者が病気になっ
たときや急な用事、冠
婚葬祭、子育てを少し
だけ休みたいときなど
市内の三つの保育園で
子どもを預かります。
□開設日　月～金曜日午前８時半～午後４時
半
□実施園　城ヶ丘保育園、武並保育園、山岡
保育園
□対象　１～３歳未満児
□料金　３００円／時間
　　子育て支援課志２６-２１１１（内線２２８）

　子どもの育児を援助し
てほしい方（依頼会員）
と援助したい方（援助会
員）が会員登録し、冠婚
葬祭などで子どもを一時

的に預かったり、保育園などへの送迎をした
りします。
□受付日　月～金曜日午前９時～午後５時
□対象　生後２カ月～１２歳の児童
□料金　▷通常サポート（予約制）＝５００
円～７００円／時間　▷緊急サポート（急な
利用）＝８００円～１，４００円／時間
　　市ファミリー・サポート・センター志

２５-７１２１

　恵那文化センター
に併設された施設で、
親子が遊んで触れ合
う場所を提供します。
子育てに戸惑い、子
どもとの関わり方で

不安になったときは、スタッフが悩みの相談
を受けます。
□開館日　月曜日午前９時～正午、火曜日～
土曜日午前９時～午後６時
□対象　乳幼児や児童、生徒とその保護者
□料金　無料
　　こども元気プラザ志２５-１１５５

　子どもの健やかな成長
を願い、生まれた全ての
赤ちゃんの家庭を訪問し、
育児の相談に乗ったり、
子育ての情報などを届け
ます。
□対象　全ての赤ちゃん
□訪問者　助産師や保健師など
□訪問時期　生後１～４カ月
□訪問方法　事前に連絡を取り、都合の良い
ときに訪問します。
　　健康推進課志２６-２１１１（内線２２３）

▲大型絵本の読み聞かせ ▲英語を使って楽しく活動

たまご（妊婦）学級　

問 問

問

問 問

問

赤ちゃん訪問事業

こども元気プラザ 一時預かり保育

ファミリー・サポート・センター 放課後児童クラブ（学童保育）

●市子ども・子
育て支援事業計
画を策定

●新制度での保
育園・幼稚園な
どの入園手続き

平成２６年度

新制度
スタート

平成２７年度

子ども・子育て支援
新制度

※１短時間部＝学校教育のみの３歳以上児の部
※２長時間部＝保育の必要な３歳以上児の部

３
～
５
歳
児

保　育

短※
１

時
間
部

長※
２

時
間
部

保　育

登
園

昼
　
寝

お
や
つ

降
園

降
園

延
長
保
育

０
～
２

歳
児

こども園の一日の流れ（イメージ）

早
朝
保
育

（このイメージ図は現在検討中のものです）

こども園共通時間

自
主
活
動

帰
り
の
会

給
　
食

ク
ラ
ス

活
動

自
主
活
動

朝
の
会



パ

○
行
き
違
い
設
備
の
整
備
の
検
討

○
新
た
な
収
入
源
の
確
保
策
の
検
討

○
地
域
外
か
ら
の
利
用
者
の
誘
致

○
駅
舎
や
ホ
ー
ム
の
簡
易
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
検
討

○
パ

※
３

ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
推
進

○
Ｄ※

４

Ｍ
Ｖ
導
入
の
検
討

２
．
基
幹
路
線
と
そ
の
支
線
と
な
る
交
通

機
関
と
の
連
携
強
化

【
主
な
施
策
】

○
鉄
道
と
の
乗
り
継
ぎ
を
考
慮
し
た
バ
ス

路
線
網
の
再
編
（
左
図
を
参
照
）

○
「
自
主
運
行
バ
ス
の
運
営
方
針
」
の
順

守
と
「
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
推
進 ▲明知鉄道は公共交通の基幹路線として機能強化し新たな魅力の創出を目指す

　市では、市民の皆さんの意見を反映させるた
め、第２次明知鉄道沿線地域公共交通総合連携
計画（案）への意見を募集します。
　この計画（案）は、商工観光課や市情報公
開コーナー（本庁舎３階）、各振興事務所、市
中央図書館、市ウェブサイト（http://www.
city.ena.lg.jp/）で閲覧することができます。
閲覧期間は、意見の募集期間と同じ（２月28
日㈮～ 17日㈪）です。

□締め切り　３月17日㈪
□提出方法　本紙に折り込んでいる広報直通便
やファクス、電子メールなどで、❶住所❷氏名
❸連絡先（電話番号）―を明記して意見をお寄
せください。
※見出しは、他の意見などと区別するため「商
工観光課」などとしてください
　　　　商工観光課志２６-２１１１（内線522）、思

26-2861、shoukoukankou@city.ena.lg.jp

第２次明知鉄道
沿線地域公共交通
総合連携計画

明
知
鉄
道
を
核
と
し
公
共
交
通
を
連
携

計
画
案
に
意
見
を

　「
明
知
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
は
、「
地
域
公
共
交
通
の
活
性

化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」
を
受
け
て
、
平
成
21
年
３
月
に
明
知
鉄
道
沿
線
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
作
成
。
本
市
と
中
津
川
市
阿
木
を
対
象
地
域
と
し
、
明

知
鉄
道
を
基
幹
路
線
、バ
ス
が
そ
の
支
線
と
な
る
よ
う
に
再
編
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
計
画
（
第
１
次
連
携
計
画
）
は
、
本
年
度
が
計
画
期
間
の
最
終
年
度
。
効
果
と

課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
見
直
し
を
行
い
、
新
た
に
平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の

５
カ
年
計
画
と
し
て
、
第
２
次
連
携
計
画
（
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
第
２
次
連
携

計
画
で
は
、「
み
ん
な
で
乗
ろ
う
！
乗
っ
て
次
世
代
に
つ
な
げ
よ
う
！
快
適
で
円
滑

な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
！
」
を
基
本
目
標
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
公
共
交
通
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
計
画
（
案
）
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

　
　
商
工
観
光
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
５
２
２
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
バ
ス
の
ダ
イ

ヤ
検
索

○
基
幹
路
線
と
幹
線
の
乗
り
継
ぎ
を
強
化

・「
市
立
恵
那
病
院
連
絡
便
」
の
創
設

・
切
符
購
入
窓
口
の
共
通
化

３
．
公
共
交
通
を
未
来
に
「
つ
な
ぐ
」
た

め
地
域
住
民
と
の
連
携
強
化

【
主
な
施
策
】

○
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

○
公
共
交
通
マ
ッ
プ
の
作
成

○
利
用
促
進
活
動
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）
の
実
施

・
乗
換
情
報
の
提
供

・
あ
け
て
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
会
員

証
（
仮
称
）
の
発
行

・
ふ
れ
あ
い
列
車
の
運
行

○
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
公
共
交
通
を
考
え

る
会
（
地
域
検
討
会
）」
の
開
催

○
地
域
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
に
向
け
た

支
援

○
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
沿
線
環
境

の
整
備

○
路
線
別
収
支
状
況
の
車
内
掲
示

○
明
知
鉄
道
や
自
主
運
行
バ
ス
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
、
駅
な
ど

の
愛
称
募
集

４
．
公
共
交
通
と
ま
ち
づ
く
り
・
観
光
振

興
と
の
連
携
強
化

【
主
な
施
策
】

○
新
た
な
収
入
源
の
確
保
（
沿
線
企
業
や

地
域
住
民
か
ら
の
協
賛
金
）

○
新
市
立
恵
那
病
院
の
建
設
に
伴
う
地
域

の
足
の
確
保
の
在
り
方
の
検
討

○
観
光
列
車
の
運
行
と
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

開
催

・
イ
ベ
ン
ト
列
車

・
Ｓ
Ｌ
の
動
態
保
存
を
通
じ
た
地
域
づ
く

り
や
人
づ
く
り

・
ツ
ア
ー
な
ど
の
実
施

・
沿
線
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携

○
隣
接
自
治
体
と
の
関
係
強
化
と
交
通
網

の
充
実

５
．
地
域
公
共
交
通
運
営
組
織
間
の
連
携

強
化

【
主
な
施
策
】

○
組
織
間
の
連
携
強
化

○
各
組
織
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実
施

用
者
を
獲
得
す
る
必
要
性

②
バ
ス
交
通
の
旧
恵
那
市
地
域
の
公
共
交

通
の
在
り
方
の
検
討
が
不
十
分

・
第
１
次
連
携
計
画
で
不
十
分
だ
っ
た
旧

恵
那
地
域
の
バ
ス
交
通
を
見
直
す
必
要
性

・
新
市
立
恵
那
病
院
の
建
設
な
ど
、今
後

の
イ

※
１

ン
フ
ラ
整
備
に
伴
う
対
応
を
検
討
す

る
必
要
性

③
単
な
る
移
動
手
段
と
し
て
で
な
い
公
共

交
通
の
意
義
を
再
確
認
す
る
必
要

・
公
共
交
通
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く

必
要
性

・
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く

り
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
の
必
要
性

④
Ｐ

※

２

Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
定
期
的
な
改
善
が
不

十
分

・「
自
主
運
行
バ
ス
の
運
営
方
針
」
順
守

の
必
要
性

・
そ
れ
ぞ
れ
の
公
共
交
通
の
課
題
を
地
域

住
民
や
利
用
者
と
共
有
す
る
必
要
性

■
具
体
的
施
策
へ
の
展
開

　
第
２
次
連
携
計
画
で
は
、「
明
知
鉄
道
」

と
「
四
つ
の
連
携
の
強
化
」
を
柱
と
し
た

五
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
、
施
策
を
展
開

し
ま
す
。
基
本
方
針
の
う
ち
、「
３
．
公

共
交
通
を
未
来
に
『
つ
な
ぐ
』
た
め
地
域

住
民
と
の
連
携
強
化
」
で
は
、
地
域
住
民

と
共
に
公
共
交
通
を
よ
り
良
い
状
態
で
次

世
代
に
「
つ
な
ぐ
」
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　
基
本
方
針
と
施
策
は
次
の
通
り
で
す
。

１
．
明
知
鉄
道
の
基
幹
路
線
と
し
て
の
機

能
強
化
と
新
た
な
魅
力
を
創
出

【
主
な
施
策
】

○
鉄
道
施
設
の
更
新
や
修
繕

公共交通総合連携計画（案）に意見を

※3パークアンドライド＝最寄りの駅やバス停に車を駐車して、公共交通機関で目的地に向かう仕組み
※4ＤＭＶ＝デュアル・モード・ビークル。線路と道路の両方を走ることができる車両

※1インフラ＝社会生活を支えるために整備された公共的な仕組み
※2ＰＤＣＡ＝計画、実行、評価、改善の 4 段階を繰り返し、業務を継続的に改善する手法

■
課
題
と
必
要
性
を
分
析

　
第
１
次
連
携
計
画
の
「
行
動
目
標
」
と

「
達
成
目
標
」
の
進
み
具
合
を
確
認
し
、
第

２
次
計
画
に
向
け
た
課
題
を
整
理
し
ま
し

た
。

①
明
知
鉄
道
の
安
全
性
確
保
と
新
た
な
利

用
者
の
獲
得

・
安
全
性
確
保
と
機
能
強
化
を
進
め
て
い

く
必
要
性

・
利
用
者
増
に
向
け
て
、
通
学
以
外
の
利

河合

瑞浪駅

恵那駅

恵那病院

阿木駅

岩村駅

山岡駅

明智駅

基幹路線（明知鉄道）

主要な交通結節点

営業路線（東濃鉄道）　　　　　　　

地域路線（自主運行バスか　　　

幹線（自主運行バス）

　　地域運営バス）

幹線に変更した区間

バス路線の範囲

大平

吹越

恵那病院

恵那駅

阿木駅

岩村駅

■バス路線網の再編

※新たに「恵那駅から河合」の区間を「幹線」として位置付ける
とともに、中心市街地と恵那病院を結ぶ公共交通網の利便性と効
率性の向上を図ります

申問　：問い合わせ　　：申し込み　

問

問申・

ブリック
コメント
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
国
民
健
康
保
険
の
診
療
報
酬
明

細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
点
検
員
を
募

集
し
ま
す
。

□
定
員
　
１
人

□
対
象
　
医
療
事
務
資
格
取
得
者

か
医
療
事
務
経
験
者
で
、
パ
ソ
コ

ン
の
操
作
が
で
き
る
方

□
業
務
内
容
　
医
科
や
歯
科
、
柔

道
整
復
な
ど
の
レ
セ
プ
ト
点
検
業

務
他

□
勤
務
先
　
保
険
年
金
課

□
勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
（
祝
日
は
休

み
）

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
７
３
０

０
円
／
日
（
社
会
保
険
と
雇
用
保

険
に
加
入
。
通
勤
距
離
に
よ
り
通

勤
手
当
を
支
給
し
ま
す
）

□
採
用
予
定
日
　
４
月
１
日
㈫

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
、

持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
３
月
１３
日
㈭

□
採
用
試
験
　
面
接（
面
接
日
は
、

後
日
連
絡
し
ま
す
）

　
　
　
　
保
険
年
金
課
（
内
線
１

４
４
）

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
内
に
南
海

ト
ラ
フ
を
震
源
と
し
た
地
震
に
よ

り
、
市
内
で
震
度
６
弱
の
地
震
が

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
市

役
所
内
の
避
難
誘
導
と
自
衛
消
防

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
職
員
や
来
庁
者
が
、
ま
ず
は
自

ら
身
を
守
る
行
動
を
取
り
、
次
に

職
員
が
来
庁
者
を
安
全
に
避
難
誘

導
。
職
員
で
組
織
し
た
自
衛
消
防

隊
が
消
火
栓
か
ら
放
水
す
る
な
ど

の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
訓
練
の
開
始
３０
分
前
か
ら
、
来

庁
者
の
方
へ
は
案
内
し
ま
す
。
開

庁
時
間
内
の
た
め
、
皆
さ
ん
に
は

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
１１
日
㈫
午
後
５
時

１５
分
～
５
時
３５
分

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
本
庁
舎
、
保

健
セ
ン
タ
ー
周
辺
駐
車
場

　
　
防
災
情
報
課（
内
線
３
１
７
）

　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
で
、
抹
茶

の
無
料
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
２２
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
そ
の
他
　
入
館
料
（
大
人
２
０

０
円
、
小
中
高
生
１
０
０
円
）

　
　
文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

歌川広重
（田中コレクション）

《東海道五十三次之
内》（行書東海道）

「桑名 海上七里ノ渡
口」

　
市
消
防
団
で
は
、
新
入
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。あ
な
た
も「
わ

が
ま
ち
を
災
害
か
ら
守
る
」
と
い

う
使
命
の
下
、
一
緒
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
市
消
防
団
に
は
、
音
楽
隊
や
女

性
消
防
隊
、
各
分
団
選
出
団
員
の

ラ
ッ
パ
隊
、
ト
ビ
は
し
ご
登
り
隊

も
あ
り
、
自
分
の
能
力
に
合
わ
せ

た
活
躍
が
で
き
ま
す
。

□
対
象
　
市
内
に
在
住
か
勤
務
し

て
い
る
１８
歳
以
上
で
健
康
な
方
。

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

□
待
遇
　
❶
身
分
は
特
別
職
の
地

方
公
務
員
❷
活
動
で
け
が
な
ど
を

し
た
場
合
、
条
例
に
基
づ
き
補
償

❸
一
定
期
間
の
団
員
活
動
で
、
退

職
報
償
金
を
支
給

□
受
け
付
け
　
随
時

　
　
　
　
消
防
課
志
２
６
―
０
１

１
９
（
内
線
２
５
０
）、
岩
村
消

防
署
志
４
３
―
０
１
１
９

□
定
員
　
１
人

□
対
象
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な

操
作
の
で
き
る
方

□
業
務
内
容
　
振
興
事
務
所
の
一

般
事
務
補
助

□
勤
務
先
　
東
野
振
興
事
務
所

□
勤
務
時
間
　
月
に
１５
日
勤
務 

（
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
）

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
６
０
０

０
円
／
日
（
雇
用
保
険
に
加
入
。

通
勤
距
離
に
よ
り
通
勤
手
当
を
支

給
し
ま
す
）

□
採
用
予
定
日
　
４
月
１
日
㈫

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
、

持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
３
月
１４
日
㈮

□
採
用
試
験
　
面
接
（
面
接
日
は

３
月
１７
日
㈪
）

　
　
　
　
東
野
振
興
事
務
所
志
２

６
―
２
２
４
４

※本人確認書類＝自動車運転免許証など公的機関が発行した
顔写真付きの身分証明書など

□広域交付が可能な証明書

証明書の種類 請求できる人 必要な物

住民票の写し ・本人か本人と同一
世帯の方 ・本

※

人確認書類

印鑑登録証明書 ・本人か本人と同一
世帯の方

・本人確認書類
・印鑑登録証

戸 籍・ 除 籍・ 改
製原戸籍謄抄本
と同附

ふ

票
ひょう

の写し

・本人か本人と同一
戸籍に記載されて
いる方、本人の配
偶者
・直系尊属か直系卑

ひ

属
ぞく

・本人確認書類

身分証明書 ・本人（２０歳未満の
方は本人か親権者）・本人確認書類

税に関する証明
書

・本人か本人と同一
世帯の親族 ・本人確認書類

　
平
成
２４
年
９
月
か
ら
瑞
浪
市
と
中
津
川
市
、
恵
那
市
で

は
、
証
明
書
の
広
域
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
１
日

㈫
か
ら
は
、
多
治
見
市
と
土
岐
市
を
加
え
た
５
市
間
で
住

民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
の
交
付

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
本
籍
が
、
東
濃

５
市
に
あ
る
場
合
は
、
当
市
で
も
戸
籍
謄
本
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
　
市
民
課
（
内
線
１
４
１
）

□
取
り
扱
い
時
間
　
平
日
の
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
１５
分

※
市
民
課
の
窓
口
延
長
（
午
後
５

時
１５
分
～
６
時
）
や
休
日
の
恵
那

文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
域
交
付

は
行
い
ま
せ
ん

□
取
り
扱
い
場
所
　
▽
恵
那
市
＝

市
民
課
、
各
振
興
事
務
所
　
▽
多

治
見
市
＝
市
民
課
（
志
０
５
７
２

―
２
２
―
１
１
１
１
）、
笠
原
振

興
事
務
所
、
各
事
務
所
　
▽
土
岐

市
＝
市
民
課
（
志
０
５
７
２
―
５

４
―
１
１
１
１
）、
各
支
所
　
▽

瑞
浪
市
＝
市
民
課
（
志
０
５
７
２

―
６
８
―
２
１
１
１
）、各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　
▽
中
津
川

市
＝
市
民
課
（
志
０
５
７
３
―
６

６
―
１
１
１
１
）、
各
総
合
事
務

所
、
各
地
域
事
務
所
（
中
津
事
務

所
を
除
く
）

□
そ
の
他
　
他
市
で
交
付
を
受
け

る
と
き
は
、
次
の
３
点
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
❶
委
任
状
で
の
交

付
は
で
き
ま
せ
ん
。
❷
本
人
で

あ
っ
て
も
本
人
確
認
書
類
が
な
い

場
合
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
❸
印

鑑
登
録
証
明
書
の
請
求
に
は
印
鑑

登
録
証
が
必
要
で
す
。

※
印
鑑
登
録
は
、
住
所
地
以
外
で

は
で
き
ま
せ
ん

３月１３日㈭は世界腎臓デー

生活習慣病を見直し
慢性腎臓病（ＣＫＤ）を予防

　
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
は
、

腎
臓
の
働
き
の
慢
性
的
な
低
下

や
、
た
ん
ぱ
く
尿
が
出
る
な
ど
、

腎
臓
の
異
常
が
３
カ
月
以
上
続
く

状
態
で
す
。

　
国
内
で
は
、
成
人
の
８
人
に
１

人
が
慢
性
腎
臓
病
だ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
問
題
な

の
は
、
多
く
の
方
が
「
自
分
が
慢

性
腎
臓
病
と
い
う
こ
と
」
を
知
ら

な
い
こ
と
で
す
。

　
慢
性
腎
臓
病
に
か
か
る
と
、
心

筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
、
心
血
管

病
の
発
症
の
確
率
が
高
く
な
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
慢
性

腎
臓
病
が
進
行
し
て
腎
不
全
に
な

る
と
、透
析
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
慢
性
腎
臓
病
の
主
な
発
症
原
因

は
、
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
糖

尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
高
尿
酸
血

症
、
肥
満
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）
な
ど
で
す
。

　
予
防
の
た
め
に
も
、
定
期
的
に

健
診
を
受
け
て
、
生
活
習
慣
を
見

直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
食
生
活

の
改
善
や
適
度
な
運
動
、
肥
満
の

解
消
、
禁
煙
の
実
行
、
血
圧
の
管

理
な
ど
を
し
て
健
康
な
体
の
維
持

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
健
康
推
進
課（
内
線
２
２
１
）

案
内

保
険
年
金
課
の
臨
時
職
員

募
集

消
防
団
員

市
役
所
で
避
難
誘
導
と
自

衛
消
防
訓
練
を
実
施

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

無
料
体
験

東
野
振
興
事
務
所
の
臨
時

職
員

東
濃
５
市
の
証
明
書

広
域
交
付
始
ま
る

４月から

　本展では、そろい物名が行書体で記されているこ
とから「行書東海道」といわれる滋味（じみ）豊かな
全５５図を紹介します。

３月２日㈰、４月６日㈰は、市民の日（市民に限り観
覧料が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」と
伝えてください )
　　中山道広重美術館志２０-０５２２問

企画展
「行書東海道―滋味豊かな
広重の世界―」

３/３０㈰まで

問

問

問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

▲非常時に備え訓練に励む消防団員
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
キ
ッ
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
、
子
ど
も
と
大
人
が
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
の
練
習
や
試
合
を
通
じ

て
、
触
れ
合
い
を
楽
し
み
な
が
ら

対
人
マ
ナ
ー
や
体
力
、
競
技
力
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

□
対
象
　
市
内
の
小
学
３
年
生
以

上□
定
員
　
１０
人

□
活
動
日
　
３
月
２９
日
㈯
か
ら
毎

週
水
・
土
曜
日
午
後
７
時

□
と
こ
ろ
　
ま
き
が
ね
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

□
料
金
　
３
０
０
０
円（
入
会
費
）

　
　
　
　
宮
地
賢
治
志
０
９
０
―

１
７
８
９
―
１
８
９
１

　
市
恵
南
商
工
会
で
は
、
こ
と
し

か
ら
各
地
域
の
開
催
期
間
を
統
一

し
て
４
月
３
日
㈭
ま
で
「
恵
那
の

お
ひ
な
さ
ん
め
ぐ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
全
部
で
５
０
０
０
体
を
超
え
る

土
び
な
と
ひ
な
人
形
に
会
い
に
来

ま
せ
ん
か
。
ま
た
岩
村
町
、
山
岡

町
、
明
智
町
、
串
原
、
上
矢
作
町

の
５
会
場
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て

い
た
だ
く
と
、先
着
５
０
０
人
に
、

す
て
き
な
木
製
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
贈

呈
し
ま
す
。

【
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
の
土
び
な
展
】

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
道
の
駅
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
」（
志
５
９
―

０
０
５
１
）

【
串
原
土
び
な
展
】

□
時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
９
時

□
と
こ
ろ
　
く
し
は
ら
温
泉
「
さ

さ
ゆ
り
の
湯
」（
志
５
２
―
３
１
３

１
）（
水
曜
日
休
館
）

【
上
矢
作
つ
ち
び
な
展
】

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
上
矢
作
コ
ミ
セ
ン

（
志
４
７
―
２
１
０
１
）

【
共
通
】

□
期
間
　
４
月
３
日
㈭
ま
で

※
「
い
わ
む
ら
城
下
町
の
ひ
な
ま

つ
り
」は
本
紙
２
月
１５
日
号
１３
㌻
、

「
大
正
村
お
ひ
な
ま
つ
り
」
は
本

紙
１０
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
市
恵
南
商
工
会
志
５
４
―
２

９
０
２

　
姫
川
裕
里
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子

育
て
支
援
ひ
ろ
ば
キ
ッ
ズ
ス
タ

デ
ィ
オ
ン
理
事
長
）
を
講
師
に
迎

え「
親
子
で
育
ち
合
い
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で

で
き
る
背
筋
伸
ば
し
と
幸
せ
い
っ

ぱ
い
の
子
育
て
の
こ
つ
が
学
べ
ま

す
。

□
と
き
　
３
月
２９
日
㈯
午
前
１０
時

半
～
午
後
０
時
半

□
と
こ
ろ
　
東
海
神
栄
電
子
工
業

研
修
セ
ン
タ
ー
４
階
（
大
井
町
）

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
氏
名
❷
同

伴
す
る
お
子
さ
ん
の
人
数
と
年
齢

❸
電
話
番
号
❹
電
子
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
―
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

か
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
３
月
２５
日
㈫

　
　
　
　
ハ
ッ
ピ
ー
ナ
チ
ュ
ラ
ル

志
２
２
―
９
１
８
８
、
思
２
２
―

９
１
８
９
、
死happynatur

alstaff
@

gm
ail.com

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
４
月
１
日
～
２２
日
（
毎

週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半
～
１１
時

半
（
全
４
回
）　

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か
８エ

イ
ト

を
使
い
、
文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
学
び
ま

す
。

【
ワ
ー
ド
入
門
講
座
】

□
と
き
　
４
月
３
日
～
２４
日
（
毎

週
木
曜
日
）午
後
１
時
～
３
時（
全

４
回
）

□
内
容
　
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
キ
ー

ボ
ー
ド
の
操
作
か
ら
簡
単
な
文
書

入
力
や
編
集
を
学
び
ま
す
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
が
必
要
）

□
受
付
期
間
　
３
月
９
日
㈰
午
前

１０
時
～
２４
日
㈪
。
初
め
て
受
講
す

る
方
を
優
先
し
ま
す
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５
―
９

７
２
７

□
と
こ
ろ
・
と
き
　
▽
市
福
祉
セ

ン
タ
ー
＝
３
月
５
日
、
１９
日
、
４

月
１６
日
、
３０
日
（
水
曜
日
）
午
前

１０
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

▽
岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
３
月
１４

日
、２８
日
、４
月
１１
日
、２５
日
（
金

曜
日
）
午
後
１
時
～
３
時
　

□
対
象
　
市
内
に
在
住
し
、
障
害

者
手
帳
を
持
つ
方
、
難
病
疾
患
の

方
、
高
齢
者
の
方

□
定
員
　
各
７
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
個
人
の
ペ
ー
ス
で
パ
ソ

コ
ン
入
門
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

電
子
メ
ー
ル
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

□
料
金
　
２
５
０
円
／
回
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

※
受
講
者
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
サ

ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０
９
０

―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
こ
と
し
は
、
日
本
大
正
村
が
立

村
し
て
３０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
大

正
村
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

【
語
り
演
じ
「
ひ
と
夜
か
ぎ
り
の

言
の
葉
弾
じ
き
」
】

　
語
り
手
は
、
時
代
劇
の
水
戸
黄

門
や
暴
れ
ん
坊
将
軍
、
遠
山
の
金

さ
ん
」
な
ど
で
悪
代
官
役
と
し
て

多
数
出
演
し
た
俳
優
の
原
口
剛ご

う

さ

ん
で
す
。
迫
力
た
っ
ぷ
り
の
語
り

演
じ
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
２９
日
㈯
午
後
２
時

（
午
後
１
時
半
開
場
）

□
と
こ
ろ
　
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

□
題
目
　
森
鷗
外
作
『
高た

か

瀬せ

舟ぶ
ね

』、

芥
川
龍
之
介
作
『
蜘く

蛛も

の
糸
』

□
料
金
　
▽
前
売
り
券
＝
１
０
０

０
円
　
▽
当
日
券
＝
１
３
０
０
円

□
入
場
券
の
販
売
　
日
本
大
正
村

観
光
案
内
所
、
大
正
村
資
料
館
、

天
久
、
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
、
ま

る
ほ
、
ゑ
び
す
や
、
恵
那
文
化
セ

ン
タ
ー
で
販
売
中

※
全
席
自
由
席
で
す
。
未
就
学
児

は
入
場
で
き
ま
せ
ん

【
大
正
村
お
ひ
な
ま
つ
り
】

　
東
濃
地
区
で
最
大
規
模
の
１
５

０
０
体
の
土
び
な
や
町ま

ち

中な
か

の
段
飾

り
を
見
な
が
ら
大
正
村
を
散
策
し

ま
せ
ん
か
。

□
期
間
　
４
月
６
日
㈰
ま
で

□
と
こ
ろ
　
▽
段
飾
り
＝
日
本
大

正
村
各
所
　
▽
土
び
な
＝
明
智
文

化
セ
ン
タ
ー 

【
き
・
も
・
の
ｉイ

ｎン

大
正
村
】

　
和
服
姿
で
日
本
大
正
村
の
散
策

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
土
び
な
の

前
で
の
記
念
撮
影
会
や
琴
の
演
奏

会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
も
行

い
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
６
日
㈰

□
受
け
付
け
　
▽
時
間
＝
午
前
１０

時
～
正
午
　
▽
と
こ
ろ
＝
明
智
文

化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
１
０
０
０
円
（
４
館
共

通
入
館
券
、
く
じ
券
、
呈
茶
券
、

か
ら
す
み
券
、
甘
酒
券
を
含
む
）

□
内
容
　
▽
コ
ン
テ
ス
ト
＝
午
後

１
時
～
１
時
２５
分
・
大
正
村
広
場

（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

▽
パ
レ
ー
ド
＝
コ
ン
テ
ス
ト
終
了

後
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
ま
で
　
▽

ス
ピ
ー
ド
く
じ
大
会
＝
明
智
か
え

で
ホ
ー
ル
（
空
く
じ
な
し
）

　
　
　
　
大
正
村
観
光
案
内
所
志

５
４
―
３
９
４
４

　
中
山
道
大
井
塾
で
は
、
つ
る
し

び
な
約
１
０
０
本
や
手
作
り
び
な

約
１
５
０
体
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
趣
味
や
陶
芸
教
室
で
作
っ
た

ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

□
期
間
　
４
月
３
日
㈭
ま
で

□
と
こ
ろ
　
明
治
天
皇
行あ

ん

在ざ
い

所し
ょ

（
大
井
町
）

　
　
中
山
道
大
井
塾
志
２
５
―
０

３
７
０

　　
に
じ
い
ろ
パ
レ
ッ
ト
で
は
、
不

登
校
の
子
ど
も
や
引
き
こ
も
り
の

若
者
が
、
の
ん
び
り
と
安
心
し
て

過
ご
せ
る
居
場
所
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
３
月
は
次
の
催
し
を
行
い

ま
す
。

【
親
の
会
】

　
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
困
っ
て
い

る
こ
と
、
不
安
な
こ
と
を
一
緒
に

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
３
月
２１
日
㈮
午
後
１
時

半
～
３
時

【
五
平
餅
会
】

　
お
や
つ
に
手
作
り
の
五
平
餅
を

食
べ
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
２８
日
㈮
午
後
２
時

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
市
市
民
の
家
（
大
井

町
）

□
料
金
　
２
０
０
円

□
そ
の
他
　
申
し
込
み
は
不
要

　
　
に
じ
い
ろ
パ
レ
ッ
ト
（
森
）

志
０
９
０
―
５
６
２
４
―
５
７
９

１

　
第
１
回
大
井
町
伝
統
芸
能
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。
大
井
町
内
の

伝
統
芸
能
が
一
堂
に
会
し
、
披
露

さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
大
井
町

内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
伝
統
芸
能

を
あ
ら
た
め
て
、
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

□
と
き
　
３
月
１６
日
㈰
午
後
１
時

半
（
午
後
１
時
開
場
）

□
と
こ
ろ
　
大
井
小
学
校
体
育
館

□
出
演
団
体（
出
演
順
）　
❶
大
井

文
楽
保
存
会
❷
大
井
恵
那
峡
と
ん

と
ん
節
保
存
会
❸
岡
瀬
沢
浅
間
七

福
万
歳
保
存
会
❹
大
井
長
島
獅
子

舞
保
存
会
❺
大
井
栄
舞
保
存
会

❻
加
藤
規
子
さ
ん
（
特
別
出
演
、

市
内
の
音
楽
家
）

　
　
大
井
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

志
２
５
―
８
２
２
０

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報
広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲行在所で上演された大井文楽

▲コンテストで和服姿を披露

▲語り手の原口剛氏

▲贈呈されるストラップのひも
の色は 5種類

▲串原土びな展では珍しい布ぞうりのひな人形
も展示

第
１
回
大
井
町
伝
統
芸
能

ま
つ
り
を
開
催

パ
ソ
コ
ン
の
３
月
期
講
座

の
受
講
生
を
募
集

大
正
村
立
村
３０
周
年
記
念

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

大
井
塾
（
行
在
所
）

手
作
り
び
な
を
展
示

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
の
参
加
者
を
募
集

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
受
講
生
を
募
集

に
じ
い
ろ
パ
レ
ッ
ト

３
月
の
催
し

幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
子
育
て

の
こ
つ
を
学
ぶ
講
演
会

恵
那
の
お
ひ
な
さ
ん
め
ぐ

り
を
開
催

問

申
・

問問

問

問

申
・

問

問

申
・

問

申
・

問

申
・
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

募集中

　４月に１歳の誕生日を迎
えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１
人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
３月１４日㈮までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

父 母

父 母父 母

父 母

父 母

父 母

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　岩村消防署に導入された新しい救助工作車と緊急連絡
車のお披露目式が同署で行われました。車両には、交通
事故や水難事故の際に救助する器具などを搭載。この日
は、雪道でのスリップ事故が発生したことを想定した訓
練が行われ、新しい救助工作車の性能を披露しました。

　
市
子
ど
も
会
指
導
者
連
絡
協
議
会
主
催
の「
か
る
た
取
り
大
会
」

が
市
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
市
内
の
小
中

学
生
１
４
２
人
が
参
加
。
百
人
一
首
を
使
っ
た
か
る
た
取
り
で
、

古
来
の
文
化
に
親
し
み
ま
し
た
。
競
技
は
、
取
っ
た
か
る
た
の
枚

数
を
競
う
個
人
戦
。
参
加
者
は
、
詠
み
上
げ
ら
れ
る
声
に
神
経
を

集
中
さ
せ
て
、
札
に
勢
い
よ
く
飛
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

かるたで古来の文化に親しむ

西尾 愛
み

優
ゆ

美
ゆ

ちゃん

２月２日

新しい救助工作車を導入 1月２1日

　大井町の明治天皇行
あん
在
ざい
所
しょ
で「ふるさと歴史講演会幕末

の岩村藩」が開催されました。、講師は市内の郷土史研
究家の宮崎光雄さん。岩村藩の最後の藩主松平乗

のりとし
命の動

向を分かりやすく解説しました。30人を超える参加者
は、地元の歴史の話を熱心に聞き入っていました。

幕末の岩村藩の動向を学ぶ

地域色活性化に向け意見交換

　学校給食フェアが2日間開催されました。1月30日
には、市内４カ所の給食センターで給食の試食会が行わ
れ、保護者や市民らが参加。五目ご飯や県内産のアマゴ
の唐揚げ、山岡町産糸寒天の酢の物、湯葉のすまし汁な
どを試食し、安心安全な給食を味わっていました。

給食フェアで学校給食を試食

　岩村コミセンで、地域自治区まちづくり実行組織活動
交流会が行われました。会場には、各地域のまちづくり
実行組織の方たちが集まり、現在の活動の問題点や今後
の事業の展開などについて意見を交換。地域の活性化に
向けた熱い意見が交わされました。

武将さん 裕美さん

岩村町

お
め
で
と
う
♡
毎

日
笑
顔
で
元
気

い
っ
ぱ
い
大
き
く

な
っ
て
ね
。

吉村 翔
かけ

走
る

くん

春樹さん 恵美さん

ゆ
ー
た
ん
は
、
父

と
母
の
宝
物
♡
思

い
や
り
の
あ
る
子

に
育
っ
て
ね
♡

大井町

山村 忠
ただ

順
まさ

くん

岩村町

一徳さん はつみさん

忠
君
の
笑
顔
が
家

族
み
ん
な
の
幸
せ

の
も
と
で
す
♡
い

つ
も
あ
り
が
と
う

三宅 柚
ゆず

希
き

ちゃん

串原

真文さん めぐみさん

１
歳
お
め
で
と

う
！
元
気
に
大
き

く
育
っ
て
ね
♡

長尾 茉
ま

依
い

ちゃん
大井町

初敏さん 裕子さん

祝
１
歳
☆
元
気
に

す
く
す
く
大
き
く

な
ぁ
れ
♡

金沢 有
あり

真
ま

くん

大井町

明さん 愛子さん

あ
り
君
１
歳
お
め

で
と
う
☆
元
気
に

育
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
！

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

３月生まれ

1月２5日

1月２7日1月30日

　岩村コミセンで、約 110人が参加して、もち花約
200本と粘土びな約100体を作りました。これらは、3
月1日㈯から開催される「いわむら城下町のひなまつり」
で、岩村本通りなどに飾り付けられます。参加者は、祭
りでの「手作りで心のおもてなし」に一役買いました。

ひな祭りにもち花でおもてなし

　節分の日、やまびこ保育園に鬼がやってきました。各
園児室の戸口には、アセビを飾って鬼封じをしていまし
たが、赤鬼と青鬼は部屋に侵入。61人の園児たちは「鬼
は外、福は内」と叫びながら、手作りの升に入れておい
た豆を力いっぱい投げ付け、鬼を退治しました。

豆をぶつけて鬼を退治するぞ 2月1日2月3日
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　「
仲
間
と
顔
を
合
わ
せ
て
楽
し
く
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ
と
が
健
康
の
秘

策
」
と
話
す
の
は
、
御
年
９０
歳
の
渡
邊
英

夫
さ
ん
。

　
渡
邊
さ
ん
は
昨
年
９
月
、「
県
ス
ポ
ー

ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
」を
受
賞
し
た
。
こ
れ
は
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
行
っ
て
い
る
高
齢
者
を
表
彰
し
、
そ

の
功
労
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
一
層
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
県
が
行
っ
て
い
る
表
彰
だ
。「
仲
間

に
会
っ
て
話
す
の
が
楽
し
み
で
、
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
る
。
受
賞
は
仲
間
の

お
か
げ
」
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
仲
間
に
感

謝
す
る
。

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
の
は
会
社

を
定
年
退
職
し
た
後
。
理
由
は
人
と
交
流

す
る
た
め
だ
っ
た
。

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
通
常
、
３６
ホ
ー
ル

で
競
技
す
る
。
全
て
の
ホ
ー
ル
を
終
え
る

の
に
約
２
時
間
。
コ
ー
ス
は
山
道
に
造
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
起
伏
に
富

ん
だ
道
を
歩
く
。
そ
れ
で
も
仲
間
と
楽
し

く
話
し
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
の
で
、
自
然

に
足
は
進
む
。得
点
は
自
分
で
計
算
す
る
。

「
体
も
頭
も
使
い
、
安
い
料
金
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

に
は
最
高
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
」
と
、
そ
の
妙

味
を
語
る
渡
邊
さ
ん
の
背
筋
は
ま
だ
ま
だ

真
っ
す
ぐ
だ
。

　
渡
邊
さ
ん
は
平
成
１３
年
か
ら
県
と
市
の

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
の
会
長
を
務
め
て

い
る
。県
内
に
多
数
あ
る
競
技
場
を
回
り
、

競
技
規
則
を
指
導
。
大
会
な
ど
を
行
っ
た

と
き
に
同
じ
ル
ー
ル
で
公
平
に
競
技
で
き

る
よ
う
規
則
の
徹
底
に
尽
力
し
て
い
る
。

ま
た
各
競
技
場
で
行
わ
れ
る
競
技
大
会
に

で
き
る
だ
け
多
く
の
選
手
が
参
加
し
て
盛

り
上
げ
る
た
め
、
各
地
域
の
選
手
が
互
い

に
交
流
す
る
よ
う
調
整
に
奔
走
。
最
近
で

は
主
婦
の
参
加
者
も
増
え
て
き
た
。
こ
と

し
の
８
月
に
は
、
県
内
や
三
重
県
、
福
井

県
、
滋
賀
県
か
ら
選
手
が
参
加
す
る
親
善

大
会
を
中
野
方
町
の
競
技
場
で
開
催
し
、

さ
ら
な
る
普
及
を
目
指
す
。

　「
一
人
で
も
多
く
の
高
齢
者
に
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、生
涯
現
役
で
競
技
す
る
」
と
誓
っ
た
。 ▲起伏に富んだコースでプレー

私の健康づくりの秘策
県スポーツグランプリを受賞

□プロフィール

平成１３年から県と市のマレットゴルフ協会
の会長を務める。県内の競技場を回り、競技
規則の徹底や普及活動を行っている。

渡
わ た

邊
な べ

 英
ひ で

夫
お

 さん　９０歳

東野上浜井場

恵那で輝いている旬な人を紹介します

2月10日
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※コミセン＝コミュニティセンターの略 

中学生が将来の夢を描く

　恵那北中学校の 2 年生35人が「夢や目標が持てるよ
うになるビジョンストーリー作り」の授業を受けました。
授業では、夢や目標を持つ大切さを学習。生徒たちは、
10年後の自分の将来像を書き出し、そのときの場面や
感動の瞬間、どのように実現するかなどを加えました。

「恵那みそ造り」を体験

　昔ながらの手作業でのみそ造りを伝承するため、「恵
那みその寒仕込み講座」が武並町のむつみマニュファク
トリーで開催されました。工程の一部では結構な力が必
要。参加者らは「汗が出る。でもストレスが発散できた」
とにぎやかに笑い合いながら取り組んでいました。

らん展で恵那農高が最優秀賞

　東京で開催された「世界らん展」のディスプレイ審査
部門で、恵那農業高校の作品が最優秀賞を受賞しました。
作品テーマは「蘭

らん
の楽園」。棚田など日本一の田園風景

が広がる自然が美しい恵那。その山林に朝日が映え、 静
寂の中で生き生きと輝くランが感じられる作品でした。 

待ちわびた県道整備が完成

　県道大
おおくて

湫恵那線の武並町藤地内の国道418号線から
長島町久須見地内の県道白川線の間、全線約 6.9㌔の 2
車線化が完成ました。この道路の開通は、地元の人たち
らが長年待ちわびていたもの。開通式では、記念碑の除
幕式や記念植樹、テープカットなどが行われました。

立志式で将来への志を誓う

　山岡中学校で立志式が行われ、2 年生 48人が「立志
の誓い」を発表しました。これは将来への志を誓う伝統
の行事です。生徒らは、自分の長所や短所、将来の夢、
目標、夢や目標に向って今やるべきことを一人ずつ発表。
同学年の仲間や保護者の前でも堂々とした態度でした。

園児が楽しみな英語の時間

　長島保育園に英語指導助手のエミリー先生が来園し、
5歳児20人が英語に親しみました。園児たちは、英語
の時間を楽しみにしていて、先生が英語であいさつをす
ると、園児たちも英語で元気に答えました。また英語の
歌では、振り付けをしながら楽しそうに歌っていました。

2月10日

2月12日2月13日

2月15日2月17日
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

【File No.　　 大平の福寿草 おおだいらのふくじゅそう】

　上矢作町の中心部から５㌔ほど上った谷間に達
たっぱら

原大
おお

平
だいら

地区
がある。この集落の裏山は、ヒノキとスギの林になっていて、
フクジュソウは、この裏山に続く小道のほとりから田畑の斜
面にかけて、約４０㌃にわたり、足の踏み場もないほどびっ
しりと咲く。
　今から３００年ほど前に大平地区の先祖が赤石山系（長野

かれんな花を咲かせるフクジュソウ

県、山梨県、静岡県にまたがって連なる山脈）から持ち帰り、
移植したものといわれている。もう一つの説として、１５７０

（元亀元）年の上村合戦で武田軍の美濃侵略のとき、心臓に
持病のあった武田信玄の強心剤として持ち込まれ、それが自
生したという説もある。毎年３月中旬から４月上旬が見ごろ
で、最初は中央頂上に大きな花が咲き、順次下枝へと小さな
花が咲いて移っていく。

開花時期になると、福寿草自生地は一般開放される。厳しい寒さの中でも、輝くような美
しい黄金色の花を咲かせるが、太陽の光に当たらないと閉じてしまう。天気の良い日を選
んで、観賞してはいかがだろうか。

冬の澄み切った空の日、朱色の
武並橋が夕日に映えて笠置ダム
湖に写り、対称的な美しい光景
が見られます。

笠置ダム湖に写る武並橋

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した用
紙を持参するか郵送、電子メールで企画課広報広聴係へ提出する。
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▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

■問　　防災情報課（内線３１７）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。
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